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【A．科目の概要と関連性】 

 差動増幅器，演算増幅器、電力増幅回路，高周波増幅回路といった各種の増幅回路，および発振

回路，パルス回路、変調・復調回路といった各種の電子回路について講述する． 

 ○関連する科目：電子回路ⅠB（前年度履修），センサー工学（次年度履修），電子デバイス（次

年度履修） 

 

【B．「科目の到達目標」と「学習・教育到達目標」との対応】 

この科目は長岡高専の教育目標の(D)と主体的に関わる． 

この科目の到達目標と，成績評価上の重み付け，各到達目標と長岡高専の学習・教育到達目標と

の関連を以下の表に示す． 

科目の到達目標 評価の重み 
学習・教育到達

目標との関連 

①差動増幅器、演算増幅器の動作と使い方について理解する． 100/6 % (d1),(c1) 

②Ａ級の電力増幅回路の動作について理解する． 100/6 % (d1),(c1) 

③Ｂ級の電力増幅回路の動作について理解する． 100/6 % (d1),(c1) 

④高周波増幅回路、発振回路の動作について理解する． 100/6 % (d1),(c1) 

⑤パルス回路の動作について理解する．  100/6 % (d1),(c1) 

⑥変調、復調の動作について理解する． 100/6 % (d1),(c1) 

 

【C．履修上の注意】 

 同じ回路という名称をもつ電気回路に比べて，理論的には易しい．しかし，電子回路は他の多く

の教科と関わりがあり，それらの教科への目配りが必要である．特に，復習を心掛けて欲しい． 

 

【D．評価方法】 

次に示す項目・割合で達成目標に対する理解の程度を評価する．60点以上を合格とする． 

● 定期試験（70％）【内訳：前期末 70】 

● レポート（25％） 

● その他（5％）



【E．授業計画・内容】 

● 前期 

回 内容 課題 

1 トランジスタ回路基礎 トランジスタ回路基礎の演習 

2 差動増幅器 差動増幅器の演習 

3 演算増幅器 演算増幅器の演習 

4 電力増幅回路（Ａ級）１ 電力増幅回路の演習 

5 電力増幅回路（Ａ級）２ 電力増幅回路の演習 

6 電力増幅回路（Ｂ級）１ 電力増幅回路の演習 

7 電力増幅回路（Ｂ級）２ 電力増幅回路の演習 

8 高周波増幅回路１ 高周波増幅回路の演習 

9 
高周波増幅回路 2、発振回路 1 高周波増幅回路、発振回路の

演習 

10 発振回路 2 発振回路の演習 

11 パルス回路 1 パルス回路の演習 

12 パルス回路 2 各種パルス回路の演習 

13 変調と復調１ 変調と復調の演習 

14 変調と復調 2 変調と復調の演習 

－ 前期末試験 試験時間：80分 

15 試験解説と発展授業 演習の補習 

 


